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 厚生労働省研究班（主任研究者・津金昌一郎 国立がんセンター予防研究部長）は、

大腸がん検診として実施される便潜血検査を受診している人は、受診していない人と

比べて大腸がんによる死亡率が 7割低くなるとの調査結果をまとめました。 

 この研究は、全国の 40～59 歳の男女約 4 万人を 13年間追跡調査したデータを用い

た結果で、大腸がん検診の有効性を裏付けるものとなっております。 

 弊社は、免疫法便潜血検査用試薬で国内シェア 5割以上を占めるトップメーカーで

す。この研究結果により、今後更に大腸がん検診受診者が増えて大腸がんの早期発見、

死亡率減少に貢献していきたいと考えております。 

 

 なお、今回の研究結果は学術誌「キャンサー・ディテクション・アンド・プリベン

ション」（1・2月号）に掲載されております。その内容を添付いたしますので、ご覧

ください。 
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